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プロフィール

平成３年３月１日生まれ。

２７歳。愛媛県松山市出身。

松山北高校、広島大学卒。

アパレル関係の商社で大阪勤務後、

ブログやWEBライティングをしな

がら、農家住み込みのバイトをする

などの期間を経て、平成２９年4月

に地域おこし協力隊として東温市に

移住。



＜２０１６＞
・中山間部の４つの地域にそれぞれ１名ずつ４名
（滑川・河之内・井内・奥松瀬川）

＜２０１７＞
・アートヴィレッジとうおん３名（音楽・演劇・デザイン）
・街中と中山間などをつなぐ取り組み１名（フジオカ）
＜２０１７後半＞
・アートヴィレッジとうおん２名（演出家・音響）

＜２０１８＞
・アートヴィレッジとうおん１名（マジシャン）

東温市地域おこし協力隊



街中と中山間地域など
をつなぐ取組みの支援



＜地域おこし協力隊の活動（1年目）＞

１．横河原ぷらっとHOMEスタッフ（活動拠点）

２．各地区のイベント手伝いなど

３．アートヴィレッジとうおん構想（広報）

４．ブログ、SNSでの情報発信

東温市を見る、知る、考える、伝える・・・を繰り返していました。



横河原ぷらっとHOME

横河原駅から徒歩1分。

10：00～18：00（閉館日：月水）

幅広い世代が気軽に立ち寄り、また
は集い、各々の趣味や特技を生かし
ながら、互いに学び、発想し合える
場所。居場所づくり、周辺エリアの
賑わいづくりなどの役割。

常駐スタッフ1名。



東温市内の主要イベントに
参加し、手伝いや発信活動など



「アートヴィレッジとうおん構想」は、都市の利便性と農村の緩
やかな暮らしが調和する愛媛県東温市で、アーティストの受け入
れ促進と、芸術に気軽に触れることができる環境づくりを進め、
多様性と創造性にあふれた、全国に誇れるまちづくりを目指すも
のです。

本構想では、地域文化を発信する「坊っちゃん劇場」を核として、
舞台芸術に関わる「仕事」と「学びの場」を創出し、全国から活
動の場を求めているアーティストが東温市に集うような各種取組
を進めます。

また、アーティストの活動を通じて、地域の魅力を凝縮した独自
性の高いコンテンツが生み出され、これを国内だけでなく世界に
向けて発信することで、「東温市に行ってみたい」「東温市に住
んでみたい」と思ってもらえる場所になることを目指しています。

アートヴィレッジとうおんとは？





＜地域ブログ＞

• TOON BLOG（www.toon-ehime.com)

162記事/55000PV/100～300PV/日（H30.12.20現在）

http://www.toon-ehime.com/


東温市内の飲食店や、
観光スポット、イベントなどを
SNSやブログなどで発信。









ブログきっかけで、
紙媒体などの作成にも
関わるように



1年目は、東温市を
見る、知る、考える、伝える
・・・の繰り返し。



＜地域おこし協力隊の活動（2年目）＞

１．Webメディア「TOON BOX」の運営

２．滑川どろんこサッカー大会

３．滑川ブックキャンプ

1年目の活動をつづけながら、新しく企画したこと。



東温市にはまだまだ魅力がたくさんある。
自分だけの発信じゃ、つまらないし、追いつかない。
誰かと一緒に発信や企画を行ったほうがおもしろい。

東温市で自分ならどんなことをやりたいか、
どんなことがあればおもしろいか、と考えた。

１年目、東温市のいろんなところを見て・・・





東温市を中心に愛媛県の情報などを発信しているWebメディア。
（※「TOON BOX」で検索すると出てきます。）

TOON BOXとは

・現在、東温市内外よりライター12名で運営中。
・2018年7月より記事投稿開始し、現在85記事公開中。
・アクセス数は、約6ヵ月ほど運用してみて約35000PV。
・月2回ほど、横河原ぷらっとHOMEにて会議など。
・イベントの企画や広報のサポートも行っている。





Webメディアを使って
田舎に人を集める



情報発信の質を高めるとともに、
リアルな交流も生まれるよう、
新しい企画や運営の仕方を模索中。



滑川地区の協力隊松井さんと協力して
田んぼを利用したサッカー大会を初開催。

◎約3週間で、12チーム募集のところを、
15チームの応募。約100人以上を集客。

◎愛媛新聞、テレビ愛媛などメディア掲
載多数。

※詳しくは「滑川どろんこサッカー大会」で検索。





＜次につなげるためにしたこと・・・＞

・プロセスを共有することを意識。
・SEOやハッシュタグ＃を考えた発信。
・アンケート結果の公開。

＜課題は・・・＞

・スタッフの確保
・地元に還元される仕組みづくり



TOON BOXのメンバーで企画し、
滑川清流クラブの協力を得て実現。

◎東温市内の飲食店さんや県内外の
本屋さんなど1４店舗が出店。

◎メディアやSNSで発信し、ラジオ、
テレビなどでも広報。







＃滑川BOOKCAMP



◎市内外から約200～300名の人々が訪れる。
◎東温市や滑川に来るのが初めてという方も多数。
◎ターゲットとしていた親子連れがたくさん。

→山奥でもわざわざ足を運んでもらえる。
東温市を知ってもらうきっかけに。

＜こちらも課題は・・・＞
・スタッフの確保や駐車場の確保の問題。
・他地域やアートヴィレッジとも連携できたかも？



東温市にすでにあった魅力や
新しく始まった取り組みを発信すること、
新たなイベントを企画することで、
外部からも少しずつ注目されるように。





＜その他の活動＞

•東温K-Luz（フットサル）

•東温市民劇団

（H30.3月、11月「I SEE」出演）

•東温アートヴィレッジセンタースタッフ

•東温市地域コーディネーター

（H30.4~ 市内小学生の放課後、土曜教育活動)

•東温市スポーツ推進計画策定委員（H30.8~）



所属している東温市のフットサル
チームでも地域活動に少しずつ関
わっていきたいと思っています。

東温K-Luz（ケイルース）



ご清聴ありがとうございました。

藤岡 慶太（Keita Fujioka）
TEL : 070-5350-0759 
keitaf31@gmail.com

Keita Fujioka


